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《関西学院大学 北條准教授に女王アリのことを質問したお返事》 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

と教えていただきました。説明できない不思議な現象を解明したいです。 
 

感想 
長い間アリを飼っていましたが、女王アリがこんなに優しいとは思いませんでした。私は女

王アリのことを誤解していました。コロニーの中で偉そうにしていて、餌を運ばせたり、他の

コロニーのアリを入れないように命令していたり、働きアリをこき使って自分は楽をしている

のだと思ってました。しかし女王アリは私の思っていたシンデレラのような意地悪な継母では

なく、自分の子供も他人の子供も、自分の子供でないとわかっているのに大切にすることがわ

かって感動しました。 

アリも人間も血のつながりより、一緒に暮らして家族になることが仲良くなるひみつで大切

なことなんだとわかりました。 

また、人間にも養子をいじめる親がいるのと同じように、女王アリでも子育てがうまくない

子もいるので、人間もアリも変わらないのだと思いました。 

アリさんが家に来てから短い時間しかなかったので調べられなかったけど、絵具が落ちてし

まう不思議も発見してしまったので、今これからもアリのひみつを調べていきたいとおもいま

した。 
 

≪参考文献など≫ 

アリの暮らしに大接近 丸山宗利：文 島田拓・小松貴：写真 

アリハンドブック 寺山守：解説 久保田敏：写真 

昆虫物語みつばちハッチ 内田ぼちぼち・武田樹里・小山薫堂：脚本 世良ふゆみ：著 

クロオオアリをたくさんくれた大月先生 

参考文献を教えていただき、アリについて教えてくださった北條准教授 

 

 

 
 

 女王アリは実子養子にかかわらず、働きアリを受け入れることはあり得ます。理由としては働きアリは繁殖能力を持たない
ので、女王からすれば(これから)産む卵や幼虫を成長させるのに必要な労働力になりますので、実子養子にかかわらず、

働きアリが増えるのは女王にとって有利に働きます。一方、働きアリは巣仲間識別といって攻撃的に排除する仕組みが備

わっていて、巣内に部外者が侵入するのを防いでいます。この識別には、成虫になった時の巣の匂いを自分の巣の匂い

として学習すると言われていますので、働きアリ同士は実の姉妹であっても育てられた巣が違ければ攻撃しあったのだと

考えられます。 

 ただ、働きアリが実親でも育ての親でもない女王を受け入れたのは、興味深いです。この現象を進化生物学の観点から

合理的説明するのは正直難しいですが、可能性としては、実験に使用しているアリが初期コロニーと呼ばれる出来立ての

小さいコロニーですし、実験に使用した働きアリもまだ若い個体だと思われるので、働きアリがうまく識別できずに、ほかの

女王を受け入れてしまったのかもしれません。別の可能性としては、自然界において働きアリが異なる巣の働きアリと出会

うことはあり得ますが、血縁関係のない女王と出会うことはほとんどあり得ませんので、女王が血縁であるかどうかを識別す

る必要がないのかもしれません。明確に説明できずに申し訳ありませんが、説明できない現象を実験で発見したので、そ

のことにとても価値があると思います。 
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